
吹田市 新・放課後子ども総合プラン運営会議設置要領 

（目的） 

第１条 新・放課後子ども総合プランに基づくこどもプラザ事業（太陽の広場及び地域の 

学校）及び留守家庭児童育成室事業について、共通理解や情報共有を図るとともに、本 

市の実情に応じた効果的・計画的な実施及び充実を図るため、新・放課後子ども総合プ 

ラン運営会議（以下「運営会議」という。）を設置する。 

 

（検討内容） 

第２条 運営会議は、次に掲げる事項の検討を行う。 

（１）こどもプラザ事業及び留守家庭児童育成室事業の具体的な連携に関する事項 

（２）活動プログラムの企画、充実に関する事項 

（３）安全管理に関する事項 

（４）ボランティア等の地域の協力者の人材確保に関する事項 

（５）広報活動に関する事項 

（６）こどもプラザ事業及び留守家庭児童育成室事業の新・放課後子ども総合プランで 

の連携実施後の検証・評価に関する事項  

（７）その他新・放課後子ども総合プランの推進に関する事項 

 

（構成） 

第３条 運営会議の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者をもって構成する。 

（１）  地域教育部 次長 

（２）  地域教育部青少年室長 

（３）  地域教育部青少年室参事 

（４）  学校教育部学校教育室参事 

（５）  学校教育部教育未来創生室参事 

（６）  地域教育部放課後子ども育成室長 

（７）  地域教育部放課後子ども育成室参事 

（８）  児童部子育て政策室参事 

（９）  市立学校校長会代表  

（１０）市ＰＴＡ協議会代表 

（１１）こどもプラザ運営指導員 

（１２）太陽の広場ブロックアドバイザー 

（１３）太陽の広場フレンド代表 

（１４）地域教育協議会関係者 

（１５）留守家庭児童育成室指導員代表 



２ 委員の選任期間は、１年とする。ただし、委員が欠けた場合に選任する委員の選任 

期間は、前の委員の選任期間の残期間とする。 

３ 委員は、再度選任することができる。 

 

（委員長及び副委員長） 

第４条 運営会議に委員長及び副委員長を置き、委員長は、地域教育部青少年室長が、 

副委員長は、地域教育部放課後子ども育成室長が担当する。 

 

（会議） 

第５条 運営会議の会議は、青少年室長が招集する。 

２ 委員長は、運営会議を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

（委員以外の者からの意見の聴取等） 

第６条 委員長は、必要に応じ委員以外の者に、会議への出席を求めて、その意見もしく 

は説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

 

（庶務） 

第７条 運営会議の庶務は地域教育部青少年室において処理する。 

 

（委任） 

第８条 この要領に定めるもののほか、運営会議の構成及び運営に関し必要な事項は、地 

域教育部長が定める。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、平成２７年６月１０日から施行する。 

２ この要領は、平成２８年４月１日から施行する。 

３ この要領は、平成３０年１１月１日から施行する。 

４ この要領は、令和３年１月５日から施行する。 

５ この要領は、令和３年４月１日から施行する。 

６ この要領は、令和４年４月１日から施行する。 

 



 



 　　　　こどもプラザ事業　「太陽の広場・地域の学校」 けがの結果
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